
TD トランスディシプリナリティ（　　）とは？

　トランスディシプリナリティ（Transdisciplinarity、TD）は、社会課題を対象として、その解決に必
要な知識を持つ、異なる分野の研究者と、地域で関わる当事者や行政担当者などのステークホ
ルダーが、それぞれの専門知識や経験を持ち寄り、一緒に解決策を考えることを特徴とします。
 　そして一人一人では考えつかなかった新しい知識を創り出すことを通じて、課題を解決するこ
とを目指します。TDを使った研究のことを、TD研究と言います。TD研究では、以下の３段階
のプロセスによりプロジェクトを実施することが推奨されています。

　論文に書かれた知見が学術界に広まることで学術が進展し、また次の新しい研究課題につ
ながります。一方で、政策や計画が実施されたことにより、環境問題が改善することが期待
されます。 

Webサイト・Youtubeからも情報を発信しています

検索https://bit.ly/3EZk2p4 https://cocreationproject.jp/
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第１段階　協働企画（コ・デザイン）

研究者とステークホルダーが一緒に研究の計画を作る

第３段階　評価・発信

プロセスと結果をレビューしたり、成果を発信する

第２段階　協働生産（コ・プロダクション）

研究者とステークホルダーが一緒に研究を実施する

環境トモシル 検索

それが、トランスディシプリナリティです。

一人一人の強みを活かして、
　　　皆が協力しながら
　　　　　社会課題に取り組む方法、


